
木材貿易が鳥類の絶滅リスクに与える影響の評価指標を開発 

－２１００年には６２種類の鳥類が絶滅の危機に－ 

 

 

 

私たちは日々の生活において、家具や紙など木材由来の製品を利用しています。木材の

消費は私たちの生活を豊かにする一方で、森林減少を助長し、生態系や生物多様性 1の劣化

の一因となります。多くの先進国は、生物多様性の高い熱帯諸国から木材を輸入している

ので、先進国の木材消費が国境を越えて海外の生物多様性を脅かしていると考えられます。

本研究では、鳥類の分布や個体数のデータ、森林消失マップ、2 国間の木材貿易データから

生物多様性フットプリント 2と呼ばれる指標を開発し、木材貿易が鳥類の絶滅リスクに与え

る影響を評価しました。 
 その結果、現状の森林減少が 2100 年まで継続した場合、解析した 525 種の鳥類の 12%
にあたる 62 種が絶滅し、そのうちの 31%（19 種）が木材貿易の影響であると算出されま

した。具体的には、中国、日本、米国がブラジル、インドネシア、マレーシア、エクアド

ルといた熱帯諸国の鳥類が絶滅を脅かされていました（左下図）。日本の影響をより詳しく

見てみると、上記の熱帯諸国の絶滅リスクを高める一方で、自身への影響は全体に対して

4%と小さいことも分かりました（右下図）。この結果は、日本の木材自給率が低いことに起

因しています。本成果が広く伝わることにより、木材輸入国が海外の生物多様性に負荷を

かけている責任を認識し、生物多様性に配慮した木材貿易と消費のあり方を検討すること

が期待されます。 
 

 
左図：木材輸入により他国に与える影響と木材輸出により他国から受ける影響の差が大き

い国（赤：他国への影響大きい上位 5 か国、青：他国から大きな影響を被る上位 5 か国）

右図：日本の木材消費・輸入による将来的な絶滅種数が大きい上位 5 か国 
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は、森林総合研究所、国立環境研究所、クラーゲンフルト大（オーストリア）との共同研究

により、木材貿易が鳥類の絶滅リスクに与える影響の評価指標を開発しました。これにより、

中国、日本、米国といった木材輸入国がブラジルやインドネシアといった熱帯諸国の鳥類種

の存続を脅かしているという構図が明らかになりました。 
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注釈 
1: 生物多様性 
生物の豊かさを表す概念であり、遺伝子・種・生態系の 3 要素からなる。様々な人間活動

により、生物種の絶滅速度は産業革命以前よりも 100～1,000 倍程度と推定されている。 
 
2: 生物多様性フットプリント 
フットプリントとは直訳すれば「足跡」であるが、ここでは人間生活の環境負荷を意味す

る。つまり、生物多様性フットプリントとは、生物多様性への負荷を測るための指標であ

る、本研究では鳥類の絶滅種数に基づいた指標を開発した。代表的なフットプリント指標

には、エコロジカル・フットプリントやカーボン・フットプリント、窒素フットプリント

がある。 
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